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B 」 O OKNO
数研 94 32 73 5 10010110 110
率 100拓29％66％
5％ 919ち　9％
100％ 100％
K＝件数　S＝冊数　B：図書（単行本）
」：雑誌　O：その他　OK：期限以内返却
NO＝期限オーバー
　件数94件，貸出冊数110冊，期限以内返却率
91％であり理学部の化学と同じ率になった。故
に上位の中ぐらいに入ると思われる。
3．利用情況への今後の課題
　2．の相互利用書の利用情況をみることにより今
後，数研が行うべきことを見出した。すなわち①
利用者については特に院生，助手の利用に注意を
払い，その文献の種類内容を分析し，今後の二一
ズに対処してゆく上の参考資料とする。②の文献
の種類の項の導びき出される対策としては次の事
が考えられる。数研においては雑誌の収集により
力を入れ蔵書構成の充実をはかっている。他の自
然系図書室においても自館発行の相互利用書の分
析により，それに対処する資料の収集において京
大としての調整された蔵書構成をめざしたい。③
返却目における期限を図書館員と利用者が再認識
すること（貸出を行う時，受付で掛員が注意を払
う）それにより返却率を上げることになるのでは
ないか。又，返却率の悪かったところは今後とく
に気を配ることである。・④学部・学科・研究所別
利用にっいては利用の多い学部・学科を中心にし
て考えていくことと①～③の個々の対策をも含め
て④に対処していく。⑤数研から利用では返却率，
91％→100％に上げることだけである。それに
より他部局への信頼度を上げることになり他に対
しても対処出来ると確信する。一方，数研の場合，
他学部への利用の実態は，ほとんど自館が製本中
のため，あるいは欠本の補充をするための利用で
学術的目的は少なかつた。ここでも数学は他の分
野に引っぱられるが他の分野を引っぱらないこと
が証明されたのかP又は，あるいは資料充足率
（数研における，文献複写利用から見た資料充足
率：87％による）の高さのためか？
4．おわりに
　数研としての収獲（データ）と今後の努力目標
及び他学部への提案として，まず第1に一般的に
言われているように数学の被引用率の高さPを実
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際に知った今回のレポートには，その他とされて
いる中の種々の学部・研究所等がそれを如実に示
していた。又，データー分析中にface　to　faceに
よる情報流通パターンが見られたのは興味深い。
第2にその資料分析による雑誌の重要性（予想ど
おりの率）を量として把握できた。そして次の努
力目標としては文献（おもに雑誌）のタイトルに
よる利用頻度リスト等の作成により今後の利用者
への利用率・充足率の向上になるのではないかと
思われる。第3に数研における相互利用書の発行
数が少なかったが，身分別の利用先，及び種類を
把握することにより，自館の不備を補うための参
考資料となりえるのではないか。その意味で他学
部の相互利用書分析を望む。第4に第1～第3な
どを基に，学部間の雑誌調整などが出来れば予算
のとぼしい現状に一っの活路を見い出せるのでは
なかろうか。そのためにも，他学部の相互利用書
の分析を待つものである。（49年11月19日）
UNISIT研修会に参加して
ユニシストとは：
　1967年ユネスコは，世界の科学情報流通組織
を機能的に確立するため，ICSU（Intemational
Council　of　Scientific　Union）と協議を行ない，
UNISISTをスタートさせることになった（1971）。
ユニシスト研修会：
　1974年7月15目より8月23日まで，東京，
神戸で目本政府の海外技術協力事業の一環として，
ユネスコの協力を得て，海外技術協力事業団（O
TCA），目本ユネスコ国内委員会，目本ドクメン
テーシヨン協会，および神戸大学が上記ユニシス
ト・アジァ地域研修会を開催した。
　アジア地域の7か国よりの14名の参加者があ
ったが，オブザーバーとして参加できたものとし
て以下簡単に感想をのべてみる。
　講義および研修内容は主としてインフオメーシ
ヨン・ネットワーク，ドキュメンテーションに関
する理論的なもので占められ，ユニシストの世界
科学技術情報システムの計画等の講義がそれに加
わった。その内容の個々についての詳細は，ここ
に記すことはできないが，全体としていえること
は，アジァ地域の発展途上国よりの参加者を対象
としているため，インフォメーション・ネットワ
ークの理論的な講義およびその必要性を主眼にお
いたものである。
　r般的な知識としてもっているものを，系統的
に整理する上において，講義，ディスカッション
のもつ価値は大きいものがあった。
　ここで得たものをどのように生かしていくかは
今後の課題であるが，過去の知識，情報の蓄積を
行なってきた図書館が，カーレント・アウェアネ
スのみならずリトロスペクティブの面において積
極的にインフオメーション・ネットワークに係
わるものであるとすれば，　“わが国の図書館事情
は“と更めて問いなおさねばならないと思う・
　1975年秋に予定されている第3回日米図書館
会議のメイン・テーマが図書館協力であることか
らも，科学情報流通機構の整備こそが図書館界に
おいて今目的な課題になつている。
　わが国の図書館の多くが過去の図書館資料の中
への埋没，行政組織上の未発達等の諸問題の重荷
を，どうにかもちこたえるのに精一杯の感じもし
ないでもない現在，科学情報流通のシステム化を
理論的には必要としながらも，現実には，当面す
る問題に追われているのではないだろうか。
　広く世界的な視野より情報流通の理念に立ち，
更めて図書館機構，組織を検討することにより，
内部的な諸問題の解決の方向を見出すことも図書
館の近代化にっながるであろうと，今回研修会に
参加して得た感想の一つである。
　　　　　　（教育学部図書室　　辻　武夫）
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